
日向貝地先海岸の災害復旧事業について日向貝地先海岸の災害復旧事業について

（震災により沈下した分を嵩上げし元の堤防高さで復旧します。）

②復旧の範囲 ： 延長２６２．５ｍ（下記図に記載しています。）

③護岸の幅 ： 約 １０．０ｍ

④護岸の形 ：コンクリート構造で原形を基本的なとし、地質調査により土地利用の状況を
踏まえて決定します。

宮城県気仙沼土木事務所

２．測量調査について

①測量調査の範囲 ： 現況護岸とその周辺部

県では，復旧工事に先立ち、現地の測量調査を次のとおり実施いたします。

②測量調査の期間 ： ５月から１０月頃までを予定しています。

３．今後のスケジュールについて１．復旧の概要

県では，東日本大震災による被災状況を踏まえ，次の考え方で日向貝地
先海岸の復旧を進めていきます。

①護岸の高さ ： Ｔ．Ｐ．＋３．２ｍ

周辺地域内の復興事業の推進状況により，スケジュールが変わる可能性があります。

説明会

測量作業

設計作業

用地買収

復旧工事

H24,4 6 9 12 H25,4           9         H26,4           9         H27,4           9         H28,4

③測量調査内容 ： 設計測量，用地測量，地質調査（現在ボーリング作業終了）

④測量調査担当者及び連絡先 ：

１） 気仙沼土木事務所 河川砂防第１班
担当者 ： 千葉、土屋 ０２２６－２４－２５６４

２） 調査設計会社 ： パシフィックコンサルタンツ株式会社
担当者 ： 太田 ０９２－４０９－３０３２

３） 用地測量会社 ： 株式会社北水コンサルタント
担当者 ： 斎藤 ０２２０－２２－２５１４

※ 左記会社の調査員は、身分証明書を携帯しています。
ボーリング調査の際には，個別にご連絡します。

松岩漁港(県)

尾崎～千岩田
治山海岸(県)
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